
＼・°

・
ア
漂
組
成
距
訂
掬
い
譜
の
千

一

＼

／

．
▼

「
万
班
考
」
　
（
以
F
、
．
考
l
）
　
は
賀
茂
真
淵
全
銀
に
空
十
巻
あ
る
が
、
．
－

ヽ

の
中
興
淵
が
親
し
く
摂
し
た
の
は
今
の
万
環
真
鶴
l
二
∵
十
三
1
十
一
．
十

二
・
十
四
を
注
釈
し
た
型
ハ
幾
で
あ
っ
て
、
他
の
十
四
巻
は
環
淵
の
疫
後
、

残
さ
れ
た
草
稿
を
も
と
に
し
て
狛
緒
戌
が
現
存
の
形
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
㌧

．
と
、
「
天
明
五
年
三
月
十
九
日
」
に
記
し
た
全
瀧
の
紹
戊
の
瑚
七
序
に
そ
の
間

の
消
息
を
辞
し
く
述
・
へ
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
そ
の
十
四
幾
は
緒
戌
の
見
解

に
よ
る
増
訂
『
る
や
が
自
然
で
も
ろ
や
与
で
あ
る
・

罪
淵
の
望
l
ハ
巻
以
外
に
於
け
る
万
瑳
研
究
を
見
よ
う
と
す
れ
ば
こ
れ
が
有
力

な
狩
料
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
に
は
増
訂
の
作
業
を
粉
討
し
成
立
に
つ
い

．
て
堵
撰
す
る
こ
と
が
必
狽
な
も
の
と
な
つ
l
て
来
る
で
あ
ら
う
り
偲
つ
、
・
其
淵
の

望
ハ
巻
に
引
E
さ
れ
た
視
は
菅
原
良
枝
の
一
例
、
未
璧
且
錠
の
三
例
、
柏
取
魚

箆
の
一
例
、
そ
れ
と
そ
の
別
記
に
見
え
を
駆
原
著
・
阜
部
苗
聖
飛
鳥
土

脾
∵
耶
朕
餌
雄
・
小
田
守
m
の
各
二
例
の
み
で
あ
な
の
に
比
し
て
紹
戊
の
増
訂

を
助
け
姦
し
く
多
く
の
人
々
の
説
が
入
っ
て
ゐ
る
か
ど
そ
れ
の
検
討
が
必
．
・

要
と
な
る
で
お
ら
う
。
小
机
で
は
そ
こ
に
祝
瓜
を
お
い
て
紹
戌
の
増
訂
を
垂
笹

本
た
る
「
宮
内
省
図
研
黒
木
を
痕
木
と
な
し
」
（
全
蛸
例
竃
）
て
ゐ
る
と
い
ふ

増
訂
邦
淵
全
管
用
も
て
票
芸
た
い
（
似
下
、
金
貨
と
い
ひ
将
七
以
下

．
河
　
　
野
　
　
瀬
．
　
人

を
さ
す
こ
と
に
す
る
）
。

地
謡
成
と
真
淵
と
の
関
偏
で
あ
る
が
、
古
く
諮
成
を
真
淵
の
弟
子
で
あ
る
と

な
す
説
が
あ
り
、
節
契
「
県
暦
門
人
録
」
に
、

「
（
延
蔓
冗
竺
ニ

l
妻
一
一
日
の
並
び
）
－

四
番
町
小
池
晶
＼
野
田
帯
刀
」
（
全
索
巻
十
二
の
四
一
≡
頁
）

と
あ
．
る
が
、
『
凰
政
電
修
講
究
謂
」
に
上
る
受

も
ろ
な
h
ツ

「
㍍
成
…
…
毘
保
三
年
十
二
月
九
日
田
安
の
近
習
密
と
な
．
り
…
…
、
宝
暦

八
年
十
二
月
十
八
甘
布
衣
を
督
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
る
り
十
三
年
十
月
三
甘

ゆ
へ
あ
り
て
小
菅
帯
に
際
し
「
・
、
安
永
元
年
十
二
月
七
日
致
仕
す
。
∧
時

に
五
十
一
才
V
…
…
」
（
八
伍
、
．
九
九
】
ニ
～
四
頁
）

と
あ
っ
て
、
・
鈴
木
層
陵
氏
も
指
潤
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
十
門
人
録
に
い
ふ
贋
事

元
年
に
小
菅
帯
で
あ
る
と
い
ぶ
の
に
は
矛
盾
が
あ
り
（
『
国
学
者
研
究
』
所
載

「
犯
甜
成
愈
」
士
九
弓
但
し
、
氏
は
廷
吏
元
年
を
三
年
に
誤
っ
て
ゐ
．
る
。
）
、

仮
に
門
人
録
は
年
代
に
か
か
は
ら
な
小
で
後
か
ら
整
理
眉
れ
た
も
の
だ
と
し
て

も
、
猪
戊
は
其
淵
門
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
あ
な
が
ち
に
信
デ
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
紹
成
自
身
が
、
・
ノ

．
「
拭
淵
は
お
．
の
れ
が
つ
か
さ
の
下
に
つ
魯
て
仕
ふ
ま
つ
物
し
人
な
れ
は
、
l
や

・
－
－
・
1
－
－
－
－
－
・
′
－
＝
1
．
．
I
－
．
1
－
げ
1
－
H
・
l
H
“
用
品
っ
リ
ー
．

11
．
・
H
＝
い
．
H
＝
l
l
・



。
つ
が
り
を
門
に
あ
そ
ぷ
人
の
つ
ち
と
も
な
さ
ず
、
や
つ
が
り
も
師
と
た
ふ
と

1

ま
ざ
り
し
甘
苦
」
．
．
（
鎗
木
南
陵
氏
、
前
掲
望
ハ
入
貢
所
引
）
．

と
も
い
l
っ
て
を
り
、
村
田
春
海
が
諮
成
に
あ
て
た
欝
闇
の
中
に
も
（
花
田
定
一
氏

『
史
説
史
話
』
所
載
四
八
三
頁
）
、
又
藤
原
管
損
が
措
戊
の
編
し
た
「
あ
か
た

ゐ
の
す
さ
み
く
さ
」
を
写
し
て
そ
の
奥
に
智
き
入
れ
た
も
の
に
も
（
全
項
鵜
十

二
の
二
九
一
貫
）
其
淵
門
で
あ
る
こ
と
．
を
否
定
し
た
言
露
が
あ
る
。
春
海
・
暫

潤
の
真
淵
門
に
於
け
る
位
置
を
考
へ
て
み
て
も
諮
戊
は
真
淵
門
下
で
は
な
い
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ら
う
。
詔
成
と
瓦
淵
は
共
に
田
実
家
に
あ
っ
た
関
係
で
、

諾
成
は
真
淵
の
学
問
に
私
淑
し
て
ゐ
た
が
正
接
に
は
門
人
に
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
ら
う
。
．

こ
の
詣
奴
と
真
淵
の
関
係
が
習
以
下
の
娼
訂
に
大
き
ぐ
か
か
は
る
こ
と
に

も
な
る
。

さ
て
、
請
成
吼
瑚
七
以
下
の
増
訂
に
あ
た
り
助
力
を
待
た
人
と
し
て
管
頼
・

ク
ロ
ナ
り

藤
原
字
万
伎
・
田
安
宗
試
・
源
滑
良
・
尾
張
蔦
生
・
橘
千
弦
等
の
名
を
習
序

に
挙
げ
意
′
る
が
．
、
そ
の
他
会
堂
本
の
注
釈
中
に
潮
用
し
た
諸
説
を
頸
計
し
て

付
表
の
如
き
結
果
を
得
た
。
そ
こ
で
七
れ
を
次
の
や
う
に
分
類
し
吾
遠
し
た

い
と
恩
ふ
。

H
l
諸
戊
の
関
係
．
老

瀕
潜
艮
・
田
安
宗
武
∴
藤
原
中
良
二
青
柳
琶
信

口
　
真
淵
門
の
学
者
・
1
歌
人
∵

l
　
橘
千
蔭
・
藤
原
菅
根
・
藤
原
宇
万
侵
．
1
尾
翠
黒
生
・
村
田
春
海
・
藤
原

一
朝
恒
い
▼
「
到
割
射
．
・
「
引
剥
別
封
一
．
剖
劉
酬
＼

旬
　
宣
長
及
び
宜
長
門
・

一
一
剥
刷
劃
，
．
捌
捌
刷

的
　
久
壇
及
び
久
老
門
l

琵
木
田
久
老
‥
西
村
電
波
・
羽
根
琵
榊

的
　
不
　
　
　
　
調

平
腸
線
・
相
原
揖
保
・
租
税
良
人

㈲
右
竃
l
貢
卯
の
潤
に
あ
っ
た
碧
一
－

千

牒

望

て

朝

警

告

て

ゐ

る

酎

已

－

！

㍉
謎
成
の
増
訂
に
関
係
な
き
者
　
日
日

H
　
は
措
戊
の
関
係
者
で
あ
る
。
謂
戊
の
周
辺
に
あ
っ
て
親
し
い
人
を
い
ふ

・
の
で
あ
る
・
種
付
も
こ
こ
に
含
め
て
冒
及
す
る
こ
と
に
す
る
・
ノ
1

56
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〔≡〕宜長∴及び盛長門源

　

清

　

良

椚
良
は
田
定
評
士
。
琵
淵
門
の
学
者
と
し
て
万
班
班
の
朝
及
発
展
に
つ
と
め

、
て
ゐ
る
。
そ
の
主
な
る
抗
相
を
捧
げ
る
と
、
双
郡
の
邑
押
撒
職
が
安
永
九
年
間

牢
校
合
し
た
邑
非
本
音
邦
緒
川
崇
抄
を
消
長
が
埠
し
、
そ
れ
を
借
り
．
て
橘
チ
蔭

が
罪
政
六
年
に
写
し
、
「
万
邦
難
路
桐
」
（
以
下
、
柏
餅
）
に
も
此
臼
に
冒
及

し
て
ゐ
る
（
佐
性
木
何
個
柑
士
　
『
万
試
用
の
研
究
・
第
二
』
　
所
収
「
古
琵
路

相
沢
紗
」
l
三
七
n
）
。
又
、
文
化
七
年
、
師
祝
に
よ
っ
て
万
難
頚
の
本
文
を

魯
き
改
め
へ
壇
の
恨
序
を
も
か
へ
た
「
矩
水
万
難
魂
」
を
編
志
し
た
（
『
校
本

万
環
雄
一
』
開
放
「
万
邦
甜
研
究
史
」
五
一
八
～
九
H
）
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

！
（
猶
「
琴
後
空
を
見
る
と
、
邦
淵
管
心
の
l
瑚
六
巻
の
刊
行
に
努
め
、
穴
淵
死

鎮
五
十
弁
華
の
文
政
七
年
に
は
じ
め
て
捕
っ
て
世
に
甘
く
つ
た
関
本
の
長
田
振

〔四〕久老及び久老門・．

荒 木 田 久 挙
西 ‘村

互民　 政

羽　 根
夷 ．沿

認 不 ． ．．・杏 不 ．・ 示 ．

‾プ十四

1

・40Ji

・（23 9）
・（26 3）
・（295）
・（315）
・（323）
・（362）
・（3粥 ）
・（406）
・（410）
・（420）
・（43 4）
・（48 2）

・（323） ・（265）・

考十六
・（37 91

～・37 96）
考二十 ・（42 99）

・（4 516）

計 ‾ 1．（37）‘ ・．（1） （1）．・・

．総計 38
l

l・ ・I・

l　　　　　　′′

ー車59　－

串
と
も
先
達
と
し
て
交
つ
て
ゐ
る
。
）

さ
て
沼
良
の
名
は
会
頭
本
に
は
、
琴

l
T
（
巻
十
五
）
の
川
七
二
四
に
、

「
・
・
・
す
へ
．
て
台
雷
の
も
し
の
し
ら
へ
鉛
を
滑
潜
良
と
お
の
れ
諭
て
寛
万
邑

／其
淵
考
を
交
と
ら
れ
ぬ
は
す
て
1
い
ふ
め
サ
」
（
全
鼻
巻
三
の
四
l
四
頁
）

と
、
瑚
十
四
（
彗
一
）
の
二
八
〇
に
、
－

「
…
・
と
興
淵
い
へ
り
楢
滑
良
錯
成
案
に
…
！
】
（
全
集
巻
三
の
一
二
三

．
工
）
・

と
受
二
例
の
み
で
あ
る
が
∴
久
払
淋
一
博
士
が
紹
介
訂
た
儲
賢
人
湧

諜
頭
の
亀
十
の
黄
表
紙
見
返
し
に
「
源
滑
艮
ぬ
t
に
す
が
り
三
と
も
あ
ヶ

（
『
万
琵
研
究
史
』
所
収
「
緋
成
哲
人
木
方
葦
薫
」
．
一
七
一
貫
）
、
こ
れ
ら
で
詰

成
田
良
の
二
人
は
一
緒
に
考
へ
を
進
め
て
ゐ
る
こ
と
り
混
っ
真
淵
説
を
超
え
よ

＼



〔五〕不　　　調

平 鹿 容 藤　 原

昌 ．保 ・
穂 積 －．興　 人 ，

．不 ． 不 ・． ・． 不 ‘

頭 書 の み 計 1 8 1 例

’（考 七 一 考 二 十 に

わ た る 。 ）∵

考 十 三 T（7 5 1 ）

考 十 五

・（9 13 ）

・（9 2 0 ）
・（10 6 4 ）

考 十 六

・（3 7 9 1 ）

．・（3 82 1 ）
・（3 ざ68 ）

計 （3 ） （4 ） ニ 、・ （18 1 ）

恋　 計 3 4 ．18 1

l

う
止
さ
へ
し
て
ゐ
る
こ
と
が
う
か
が
へ
る
。
又
そ
の
上
真
淵
の
越
し
た
も
の
を

受
け
継
ぐ
と
ほ
い
ひ
な
が
ら
、
窄
l
T
の
首
に
、

＼

［
此
巻
を
十
の
巻
と
す
る
串
些
源
静
良
と
お
の
れ
く
け
し
く
的
く
さ
だ
め

一
ぬ
」
（
佐
佐
木
博
士
『
竹
柏
眉
戒
智
恵
b
九
八
買
万
葉
萄
狛
詣
成
境
の
巧

こ
れ
は
後
に
『
万
葉
五
十
年
』
に
も
と
り
あ
げ
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。
現
在
お

茶
の
水
図
百
館
蔵
∧
以
下
、
お
茶
の
水
本
V
。
こ
の
本
は
ー
菅
根
の
項
に
あ
げ

五
博
士
の
解
説
に
も
あ
る
如
く
全
免
本
の
罰
の
姿
を
示
し
て
ゐ
る
。
猶
お
茶

の
水
本
に
は
考
†
・
、
考
十
一
の
表
紙
に
紙
を
貼
布
し
て
考
十
で
は
「
…
・
り
・
滑

艮
ト
云
人
順
ヲ
改
メ
タ
★
由
諭
あ
れ
と
敏
之
の
ま
ま
ゼ
し
忘
損
と
と
あ
る
。

ヽ

考
十
一
も
ほ
ぼ
同
意
見
を
述
べ
て
ゐ
る
が
、
諾
成
以
外
の
真
淵
の
巻
序
を
支

－

持
す
る
人
の
掌
で
あ
ら
う
。
）

と
い
つ
て
を
り
、
真
淵
が
「
巻
の
つ
い
で
」
で
、

・
「
‥
・
ト
今
の
九
を
十
と
l
す
、
∧
天
平
五
年
の
秋
に
、
班
庸
俊
の
苑
扮
す
る
時

の
磁
あ
れ
は
也
、
∨
今
の
十
五
を
十
一
と
す
、
…
…
」
　
（
会
建
璃
≡
の
二
買
）

と
習
ふ
に
も
か
か
は
ら
ザ
・
全
用
木
で
は
琴
l
T
－
1
独
十
五
・
瑚
十
一
＝
巻
九
と

し
て
其
淵
祝
の
逆
の
冊
序
に
な
ら
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

又
、
宗
武
の
説
は
泄
良
を
通
し
て
う
か
が
っ
た
と
堵
瑚
ゼ
序
に
い
っ
て
を
や

且
つ
珠
洲
の
学
閥
を
相
成
に
正
接
に
伝
へ
る
立
場
に
あ
る
人
と
し
て
諮
戊
の
よ

き
助
言
者
と
な
り
、
全
用
木
に
名
は
余
り
出
て
ゐ
な
い
と
し
て
も
、
も
つ
と
多

く
の
も
の
が
膨
辞
し
て
ゐ
る
と
み
て
よ
い
人
物
で
あ
る
。

田
　
安
　
来
．
武
．

一
宗
武
の
死
は
調
和
八
年
六
月
四
日
五
十
七
才
㍉
m
戊
が
車
だ
田
安
疫
に
ゐ
た

時
で
あ
る
か
ら
（
当
時
五
十
才
、
翌
年
致
仕
）
、
滑
良
を
通
し
三
邦
武
説
を
た

づ
ね
た
と
い
ふ
の
は
、
l
後
年
堵
七
以
下
の
増
訂
に
あ
た
っ
て
宗
政
の
械
し
た
詔

説
を
滑
艮
を
通
し
て
う
か
が
っ
た
こ
と
を
い
ふ
と
的
訳
し
て
ゐ
る
。

全
点
本
の
宗
武
説
は
す
べ
て
「
や
ご
と
な
き
御
説
（
榊
堵
）
」
と
し
て
引
い

て
ゐ
る
・
計
二
十
五
例
、
一
申
璃
型
一
例
。
こ
の
間
凹
は
紹
戌
の
征
で
本
文
の
捕

注
で
あ
る
。
こ
の
数
は
他
に
比
較
し
て
断
然
多
く
且
つ
否
認
し
た
例
も
な
い
。
・

こ
の
中
か
ら
注
盈
す
べ
三
二
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、
矧
七
（
巻
十
）
の
二

二
八
三
で
、

シ

／

オ

ス

キ

　

∴

「
皮
・
為
酢
・
寸
。
∧
冠
辞
や
こ
と
な
き
獅
説
に
す
べ
て
し
の
で
ふ
名
あ
る

物
は
皆
か
ほ
ほ
を
印
て
⊥
な
ひ
た
て
り
し
の
竹
て
ふ
物
も
さ
也
さ
ら
げ
皮
為
酢

．
寸
と
琶
る
は
皆
し
の
宅
訓
へ
し
「
・
・
賀
茂
挟
淵
冠
辞
考
に
い
へ
る
と
た
が
ひ

・
て
よ
ら
せ
給
ふ
晋
へ
綿
雪
に
も
か
な
ひ
．
よ
く
討
か
れ
聞
え
め
て
た
き
糊

説
な
れ
は
あ
げ
た
り
∨
砲
匪
…
。
」
．
（
全
損
巻
二
の
一
八
四
冥
）

と
い
っ
て
ゐ
る
の
彗
「
冠
辞
l
考
」
の
「
は
た
ず
ゝ
き
し
の
項
の
　
ハ
昇
　
r

「
…
…
○
又
皮
の
学
を
書
き
た
る
に
よ
れ
ば
、
は
た
の
た
を
濁
り
て
厨
の
こ

－ぢ0一・一・



サ
キ
一

ゝ
ち
と
し
・
さ
晶
を
野
ふ
く
み
も
て
糊
に
開
出
る
な
れ
は
・
は
だ
て

き
と
い
ふ
ら
ん
と
も
党
ゆ
、
…
…
」
（
金
塊
蛎
蓋
の
一
九
七
苔

を
念
剋
に
お
い
去
る
七
m
ほ
れ
る
が
、
こ
れ
は
耽
淵
餅
の
方
紙
用
旭
鈷
軸
露

ら
う
。
又
、
堵l
十
九
（
今
岡
）
の
四
二
六
五
で
板
木
の
千
…
・
白
窄
署
朕
裳

コ
シ
．
一

婦
閃
一
髭
露
っ
い
て
・
シ
p
カ

「
白
森
こ
彗
∧
自
賛
は
借
字
按
柏
の
慧
比
解
冠
辞
考
の
悪
と
連
へ
り
ヤ
こ

レ
’
カ
ヅ
ケ

と
な
き
仰
視
に
よ
れ
り
賓
は
別
把
に
い
ふ
∨
」
（
全
損
幾
四
の
二
一
云
さ

と
い
ふ
の
は
招
成
の
別
田
が
現
存
し
な
い
の
で
群
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
宗
武

の
「
摘
顛
冠
辞
増
し
に
は
ほ
ぼ
間
櫛
の
脱
が
見
え
る
．
括
成
は
「
冠
辞
増
し
の
・

柄
を
す
て
て
宗
拭
脱
を
と
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
・
食
頚
木
に
訳
ほ
れ
て
ゐ
る
所
で
は
井
淵
脱
を
．
こ
え

て
絶
対
的
と
も
見
え
る
評
価
を
完
訳
の
脱
に
与
へ
て
ゐ
る
こ
と
に
時
色
が
あ

る
・
I
L
れ
は
又
紹
戌
の
述
作
空
想
監
晶
嘉
し
て
あ
る
と
も
い
へ
る
。
－
し
の
点

は
机
塙
に
ぷ
い
で
損
に
群
的
し
た
い
。

応
．
原
．
中
艮

伝
は
調
査
し
て
ゐ
な
い
の
で
も
ろ
が
、
例
．
へ
ば
、

「
を
云
と
描
戊
か
衣
際
原
小
長
の
い
へ
る
は

．
よ
し
」
（
企
鑑
三
一
の
虻
二

八
［
C

と
「
蹄
戊
か
友
」
と
い
ふ
例
噂
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
分
m
山
来
る
と
思
ふ
。

引
E
の
脱
五
例
は
何
れ
も
解
釈
で
否
に
し
た
も
の
な
く
好
悪
的
に
取
り
あ
つ
か

は
れ
て
ゐ
る
。
軌
的
に
も
多
い
方
で
あ
る
。
餌
、
お
茶
の
水
本
瑚
九
の
八
〇
四

に
金
環
本
に
な
い
小
長
脱
が
あ
。
、
「
比
和
品
性
に
引
．
へ
し
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。

甘
柳
田
信

「
本
望
是
門
人
鋭
」
の
「
果
敢
元
年
己
酉
」
の
所
に
、

「
筑
嗣
福
岡
択
申
・
市
和
犬
弼
相
即
∧
初
m
次
新
田
三
月
土

十
九
日
入
門
≠
」
長
居
会
鷺
首
彗
一
六
至

と
あ
り
本
来
は
宜
長
門
に
分
机
す
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
三
、
の
入
門
は
江
戸
七
行

く
途
中
の
こ
と
で
あ
り
、
輿
際
に
は
冤
政
元
年
か
ら
六
年
初
に
か
け
て
の
江
戸

祇
役
中
宜
長
門
と
は
い
っ
て
重
借
に
詔
戊
に
つ
い
て
其
の
説
を
聴
い
て
を
一
り
、
㌧

一

殊
に
互
莞
琶
由
す
る
修
征
は
諾
戊
か
ち
待
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
と
い
っ
て
よ

い
や
う
で
あ
る
。
即
ち
、
種
信
自
記
の
年
舘
に
、
・

「
究
政
元
年
己
酉
三
月
八
日
同
定
十
八
人
と
共
に
江
戸
邸
に
椙
直
す
勝
次
年

〓

十

四

…

…

　

　

　

　

．

、

四
月
匹
戸
に
m
桜
田
Ⅷ
－
こ
政
次
。
ネ
年
幻
府
古
学
の
士
を
尋
訪
て
野
田
大
八

八
助
教
程
V
に
謁
す
県
霊
の
門
人
り
…
・
血
ぬ
し
厚
く
窮
み
給
牲
く
県
居
翁

の
欝
給
へ
る
椚
拉
ケ
万
琵
l
全
部
の
考
等
を
伝
へ
給
ひ
且
賀
茂
大
人
の
替
れ

し
斉
明
紀
の
琵
苗
の
陥
を
も
自
ら
写
し
て
援
ら
れ
豊
年
六
年
が
問
比
の
大

人
の
恩
も
ま
た
広
大
也
と
い
ふ
．
へ
し
。
」
（
群
日
政
治
博
士
『
昔
話
賃
b
所

収
「
難
柳
舐
何
の
郡
ど
も
」
一
．
四
〇
某
所
判
）

と
告
。
二
十
四
才
の
軍
政
苑
年
初
毘
戊
を
た
づ
わ
く
ゐ
る
。
そ
し
て
同

三
年
正
月
、
江
戸
の
括
何
が
栗
田
土
偶
に
あ
て
た
哲
倍
に
㍉

「
岡
部
忽
之
門
人
御
机
本
紀
野
田
助
故
と
申
人
、
・
皇
朝
学
専
門
品
万
嚢
考

l
岡
部
翁
之
著
述
を
耶
粧
被
申
供
、
此
実
な
と
知
音
二
相
成
時
々
出
会
仕
供
、

其
外
m
千
蔭
艮
猥
鼎
生
杯
両
三
人
得
忠
之
仁
御
座
候
」
（
『
万
葉
怨
大
成
・

1
1
』
所
収
中
村
串
琵
氏
「
万
斑
錨
を
め
ぐ
る
国
学
者
の
生
商
こ
二
二
〇
某
所

計
）

と
あ
る
・
野
田
助
教
は
括
戊
で
あ
る
。
か
う
し
壬
租
借
は
許
戊
を
中
心
に

千
m
∵
群
生
町
井
淵
以
来
朝
に
関
係
深
い
人
々
と
交
は
り
な
が
ら
、
請
戊
の
写

し
鼻
を
耶
写
し
て
ゐ
る
。
こ
の
間
の
窃
櫓
を
一
『
校
本
欄
韮
竺
』
の
「
万
葉

頚
註
釈
Ⅲ
の
研
究
」
に
よ
っ
で
み
る
と
、
校
本
万
諜
鋸
に
悶
ゐ
ら
れ
た
竹
相
国

ー61－
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／
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＼

囁
筏
信
木
．
の
例
へ
ば
考
六
の
終
に
は
刊
本
に
見
え
る
明
和
五
年
十
一
計
尾
張
甜
一

㍉
生
の
政
の
外
に
「
安
永
七
年
五
月
狛
請
奈
増
等
」
の
奥
琶
が
あ
り
、
・
更
に
、

÷
Y
L
L
毘
政
の
は
し
め
の
卑
し
は
す
の
甘
鳥
か
哺
習
競
闘
な
る
大
域
の
木

．
琶
関
の
邸
中
に
て
高
挺
椙
禰
大
人
窮
ら
か
き
給
へ
．
る
本
を
も
て
事
う
つ
し
ぬ

，
大
蔵
穏
信
（
花
押
）
」

と
あ
る
4
江
戸
に
出
る
と
す
ぐ
詣
成
を
栴
つ
て
万
環
研
究
に
従
耕
し
て
ゐ
る
こ

∵
′
と
が
わ
か
る
。
又
嘲
l
八
（
巻
七
）
の
終
に
は
、
∵
ノ

「
天
明
六
年
日
月
始
而
六
月
三
日
物
晦
食
中
哲
革
ぬ

寛
政
五
年
七
月
中
旬
罫
等
之

八
束
）何

年
八
月
廿
日
召
人
畢
」
　
（
以
上
四
四
〇
～
一
冥
）

と
も
あ
り
、
詔
戊
の
尋
を
容
写
し
た
上
自
説
を
哲
入
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
穏
信

木
の
堵
九
（
巻
五
）
の
如
き
り

・
「
翁
自
身
（
嘩
云
ふ
、
・
確
信
）
が
請
成
木
を
全
然
容
改
め
た
や
う
に
さ
へ
見

∵
冬
な
の
で
あ
っ
U
、
流
布
本
万
琵
考
－
（
真
淵
全
真
木
の
如
き
）
と
は
よ
ほ
ど
・

異
る
′
…
・
こ
　
（
春
日
博
士
、
前
掲
古
一
四
一
貫
）

．
啓
で
あ
る
。
そ
し
て
詣
成
の
も
．
の
に
は
皆
省
い
て
あ
る
こ
の
巻
に
時
に
多
い
班

女
漢
詩
を
悉
く
解
釈
し
て
ゐ
る
l
の
で
あ
ら
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
江
戸
に
甘
く
か

ら
の
種
信
の
万
葉
研
究
の
進
捗
の
状
況
が
如
矢
場
う
か
が
へ
る
や
う
に
恩
ふ
の

で
あ
冤
そ
し
て
そ
の
多
イ
を
諸
戌
か
ら
得
て
ゐ
．
る
の
で
あ
る
。

さ
て
全
集
本
に
見
え
る
琶
信
説
は
〔
考
l
七
の
l
入
六
〇
の
、

サ

キ

、

　

　

ナ

ラ

ネ

ド

モ

　

ナ

ガ

キ

ケ

一

一

　

　

キ

ヘ

「
花
咲
両
。
宍
老
不
成
翌
芸
。
長
　
気
。
∧
気
は
采
経
の
約
に
て
長
き
月
月

も
年
も
采
経
た
．
る
を
い
ふ
言
な
ら
ん
と
吾
友
大
蔵
積
信
か
l
い
ひ
L
V
」
　
（
全

一

毛
呂
成
六
十
四
齢

イ
　
育
柳
窺
清

l
＼

集
巻
二
の
八
〇
頁
）

及
び
、
功
十
五
（
巻
至
芸
六
八
の
「
価
華
北
注
し
て
、

ク

サ

　

　

　

　

　

二

二

こ

「
招
虻
雪
友
大
蔵
柘
溝
筑
潮
田
早
良
郡
岡
の
者
他
紙
伯
云
水
品
の
水
城

と
賂
中
に
よ
め
る
と
水
苗
の
岡
と
よ
み
L
は
別
地
也
水
芸
の
水
城
と
は
ホ

く
き
の
み
つ
～
、
し
き
と
か
け
た
る
慧
翠
…
：
」
．
（
全
党
登
l
l
の
一
二
五
七

H
）

と
和
伯
が
出
身
地
の
水
城
に
つ
い
て
以
F
堵
証
を
し
た
体
の
が
長
文
に
わ
た
っ

て
押
し
ぐ
引
用
し
て
あ
る
二
例
と
和
田
の
一
二
例
が
あ
る
。

気
位
の
高
い
と
い
は
れ
た
六
十
翁
の
描
脱
が
、
二
十
台
の
り
年
粗
相
を
「
菅

卒
・
＝
上
と
し
て
引
く
こ
れ
ら
は
万
珪
研
究
を
中
に
し
た
二
人
の
関
係
の
招
な

る
こ
と
を
反
臆
し
て
ゐ
る
と
恩
ほ
れ
る
が
、
こ
の
外
お
茶
の
水
本
に
は
全
建
本

に
な
い
柏
信
説
が
堵
七
の
一
九
三
七
に
・
一
例
あ
る
。
又
、
堵
四
の
二
六
二
二
に
も

一
例
お
る
。

か
う
し
て
み
る
と
、
二
人
が
逢
っ
た
冗
政
元
年
以
後
の
成
果
が
全
裸
本

に
入
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
・
紹
成
q
却
七
以
下
の
増
訂
は
天
由
五
年
の

堵
七
序
を
甘
い
た
後
も
む
き
継
が
れ
た
が
、
お
茶
の
水
本
判
T
J
　
へ
巻
九
）
の

「
天
明
六
年
九
月
始
十
月
瞳
絡
紹
戊
六
十
四
鵬
」
と
も
る
l
の
や
l
前
掲
の
竹
柏
園

蔵
相
信
木
の
卵
智
か
ち
み
る
と
天
明
元
年
柊
か
ら
七
年
初
に
か
け
て
大
凡
そ
そ

の
完
成
を
遂
げ
で
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
。
お
茶
の
水
本
に
は
一
八
六
〇
の
説
も

五
六
八
の
説
も
先
哲
人
に
な
っ
て
ゐ
る
所
な
ど
か
ら
見
る
と
．
、
そ
の
後
詰
成
は

猶
、
補
訂
し
哲
人
を
七
な
が
ら
姑
現
を
続
け
て
い
っ
て
ゐ
る
も
の
と
考
へ
て
上

か
ら
う
と
恩
ふ
3

．
所
で
後
述
す
る
が
穂
観
奥
人
の
哲
人
が
冤
政
七
年
の
日
付
を
有
し
て
ゐ
る
こ

と
を
み
る
と
、
こ
の
頃
は
会
頭
境
は
一
往
諸
戊
の
手
を
虻
な
れ
て
ゐ
た
と
．
い
へ

る
と
恩
ふ
。
さ
う
す
る
と
持
信
が
福
岡
に
帰
っ
た
寛
政
六
年
初
以
潮
、
も
つ
と

限
定
す
右
と
堵
八
に
あ
る
電
信
の
容
人
の
時
相
五
年
八
月
廿
日
あ
た
り
諸
戊
の
．

瑚
七
以
下
の
増
訂
は
終
っ
て
l
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
与
か
。
そ
こ
で
私
は
凡
そ
こ

の
ぁ
た
り
即
㌣
遍
く
と
も
冤
政
五
年
未
項
が
全
項
本
述
作
の
下
血
で
は
埼
い
か
・

62



と
考
へ
て
ゐ
る
。

・
甲
田
望
一
一
例
は
何
れ
も
竺
l
耳
（
今
岡
）
甘
あ
．
り
酵
戊
の
手
で
「
よ
し
よ

る
へ
し
」
と
あ
り
な
が
ら
注
の
本
文
と
は
迫
っ
て
み
る
。
こ
れ
住
持
信
説
を
括

成
が
Ⅲ
入
れ
な
が
ら
水
文
ま
官
は
射
し
も
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
折
に
ふ
れ
哲

き
訂
し
て
い
っ
て
ゐ
る
錯
戊
の
思
想
を
と
ど
め
て
ゐ
る
ど
み
る
こ
と
が
出
来
1

食
費
本
を
も
っ
て
紹
戌
の
決
定
和
之
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

か
う
し
て
み
る
と
・
碧
中
に
和
何
の
開
成
と
の
因
縁
は
況
し
て
浅
く
な

い
。
こ
こ
に
分
析
し
た
所
以
で
あ
る
。
・

さ
て
以
上
の
人
々
の
闇
で
介
錯
本
引
用
の
持
説
の
輿
に
七
捌
が
占
炒
ら
れ
て

を
り
・
且
つ
層
思
し
た
例
は
l
つ
も
な
い
。
全
頚
木
は
ほ
ぼ
指
戊
と
括
成
周
辺

の
人
々
の
脱
を
中
心
に
、
そ
れ
に
宗
試
脱
を
と
り
入
れ
く
せ
と
め
ら
れ
て
ゐ
る

．
と
い
へ
よ
う
。
以
下
述
べ
る
他
の
グ
ル
ー
プ
と
げ
余
り
に
も
は
っ
き
り
し
た
蛙

を
見
せ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

・
次
に
出
の
基
調
肛
門
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
人
数
は
多
い
の

で
ぁ
る
が
・
鍼
の
引
E
は
チ
旺
・
菅
根
を
の
ぞ
い
て
は
各
二
例
づ
つ
せ
い
ぜ
い

°ニ
例
し
か
な
い
。

櫓
′
千
・
降
一

．
全
班
本
に
み
ら
れ
る
堅
ハ
例
（
中
田
蟹
一
例
、
m
凪
が
記
し
た
も
の
）
は
す

べ
て
鵠
好
例
で
、
ほ
ほ
咄
腑
の
睨
く
と
・
し
ろ
と
一
l
致
し
て
ゐ
る
。
所
が
、
堵
七

l・
の
一
八
〓
三
に
、

キ
ナ
ク
カ
ホ
r
q
・
一

・
「
粟
的
良
瓜
。
∧
か
け
鳥
は
今
田
舎
人
の
か
つ
ほ
う
鳥
王
は
即
喚
子
鳥
也

今
賽
華
羞
昆
負
の
m
な
ら
ん
と
ー
惰
千
抗
の
い
へ
る
に
よ
れ
り
∨
」
⊥
食
張

巻
二
の
七
二
賓
）

と
あ
る
が
、
柏
鯛
に
は
（

∴
采
鴨
埠
革
二
日
木
古
典
全
項
木
折
田
の
l
九
二
空

ー
と
あ
っ
王
政
し
な
い
。
又
、
一
執
廿
の
二
〇
〇
〇
に
、
′

丁
†
ツ
ガ
ハ
ヤ
ス
ノ
ワ
タ
ーー
．
1
、
ワ
γ
タ
チ
ャ
ッ
ト
．

一
「
天
機
安
田
丹
・
紛
浮
巧
我
立
得
等
。
∧
今
本
秋
立
得
等
と
あ

る
秋
は
我
の
誤
な
ら
ん
と
梢
千
蔭
か
い
へ
る
に
よ
る
へ
し
∨
」
（
全
集
巻
二

ノの
十
一
入
貢
）

・
と
あ
り
千
蔭
説
と
し
て
採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
・
矧
矧
を
み
る
と
、
′
「
秋

立
符
等
」
に
つ
い
て
、
・

「
宜
長
云
、
秋
ほ
我
の
誤
な
。
了
り
升
タ
チ
寸
．
汐
ト
な
り
と
言
へ
る
ぞ
壱

き
。
」
（
魯
四
の
二
五
七
買
）
▲

と
い
ふ
的
が
ぁ
る
の
で
、
．
契
際
は
本
居
宣
長
の
説
で
あ
る
。

全
銀
本
の
こ
れ
ら
の
例
を
、
千
蔭
の
矧
解

l
の
欝
を
と
っ
た
．
の
が
寛
政
三
年
二

見
十
日
、
冗
政
八
年
稿
成
り
、
巻
五
ま
で
刊
行
と
い
ふ
串
情
と
あ
ほ
．
せ
考
へ
′

て
み
る
と
、
千
蔭
の
岬
矧
以
前
の
説
が
口
頭
或
い
は
冒
信
な
ど
で
全
東
本
に
参

加
し
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
千
駅
の
説
が
咄
矧
で
変
っ
て
ゐ
る
の
も
、
宣
長
の
名
を

逸
し
て
千
拡
説
と
し
て
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
こ
の
為
で
あ
ら
う
。

詣
原
菅
眼

路
成
と
菅
根
の
関
係
は
知
ら
な
い
が
、
か
な
り
淡
い
交
際
の
あ
っ
た
こ
と
は
・

印
輿
で
あ
る
。

．
全
銀
本
に
－
ま
暫
棍
説
は
珂
科
二
例
を
入
れ
三
二
例
し
か
・
骨
い
が
、
瑚
七
序
に
．

「
真
淵
が
と
鴇
と
せ
し
藤
園
管
根
に
と
ひ
」
と
い
ひ
、
女
お
茶
の
水
本
を
解
説

し
た
中
に
、
．

「
・
・
．
・
瑞
の
本
文
並
び
に
頭
注
に
、
括
成
案
と
記
せ
る
と
ご
ろ
少
か
ら
ず
。

・
ま
た
暫
頼
完
と
し
て
村
塾
せ
る
も
取
々
見
え
、
迭
抹
し
て
l
補
訂
せ
る
亦
砂
か

ら
ず
・
持
戊
が
中
ロ
の
撒
語
あ
り
。
そ
の
再
瀾
本
に
で
、
菅
根
の
校
勘
を
経
・

た
る
も
の
、
全
張
本
は
髭
に
こ
の
本
を
改
訂
し
て
成
り
七
る
も
の
な
る
が
如

＿
．
し
∴
…
・
・
し
．
．
（
佐
佐
水
博
士
．
『
万
謳
瑛
轟
典
六
七
一
五
）

・1－．63－



と
も
あ
る
や
う
．
に
、
苛
根
の
助
力
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
掻
。
た
だ
し
付
塾
の

苛
根
案
は
多
く
詣
成
串
琵
対
す
る
菅
根
の
疑
問
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
・
そ
し

で
「
菅
密
の
校
勘
を
経
た
」
と
い
ふ
の
は
付
韻
を
を
し
て
い
ほ
れ
る
の
で
あ
る

と
恩
ふ
が
、
こ
れ
が
檻
ち
に
全
項
本
に
表
は
れ
で
ゐ
る
か
と
い
ふ
と
さ
う
で
は

な
い
や
う
で
あ
る
㍗
解
説
の
中
の
「
訟
抹
し
て
補
訂
せ
き
と
い
ふ
の
重
野
棋

完
に
よ
っ
て
と
い
せ
」
と
で
あ
ら
う
が
具
体
的
に
は
つ
か
み
え
な
か
っ
た
・
円

周
査
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
猶
、
全
蔑
太
本
文
に
見
ら
れ
る
二
例
は
認
容
士

・
た
説
で
あ
を
。

一
い
以
下
は
全
集
太
に
引
用
さ
れ
た
説
が
l
つ
乃
至
一
つ
づ
つ
見
え
て
ゐ
る
碧
で

あ
る
。
一

藤
原
宇
万
伎
・
屈
葬
燕
雀

こ
の
二
人
は
考
l
ゼ
序
に
名
が
あ
が
つ
．
て
お
る
こ
上
は
既
に
述
べ
た
。
・

l
字
万
伎
説
は
、
考
二
十
の
四
三
三
一
に
、

キ

一

ゾ

l

「
磨
佐
倍
乃
城
曾
等
。
∧
真
淵
か
ま
椿
疎
宇
万
使
い
へ
ら
く
城
を
伎
と
い
ふ

は
古
訓
頭
韻
錘
の
欄
伎
也
故
も
る
為
に
染
た
る
城
脈
を
ふ
ろ
く
は
任
と
い

ひ
し
也
稲
城
水
城
大
域
な
と
い
ふ
伎
也
こ
は
調
音
棄
て
か
ま
ふ
る
所
な
れ
は

し
か
い
ふ
な
ら
ん
又
地
を
な
ら
す
を
志
呂
と
い
ふ
こ
も
古
言
也
同
字
を
訓
L

故
後
に
は
城
を
志
呂
と
い
へ
り
V
」
　
（
全
環
巻
四
の
一
六
八
三
）
l
・

子
あ
る
。
又
、
垂
l
T
八
．
（
今
同
）
の
四
二
豆
の
頭
哲
に
、

「
古
串
記
の
小
注
の
事
は
古
串
記
解
に
く
は
し
く
す
…
…
」
　
（
会
頭
巻
四
の

．
．
五
七
買
上
）

と
あ
る
T
古
事
記
解
」
は
字
万
伎
の
習
。
」
こ
れ
は
お
茶
の
水
本
に
も
異
同
な
く

あ
り
明
き
ら
か
に
謡
成
が
記
し
．
た
鴇
の
と
恩
ふ
。

・
字
万
任
の
説
聖
し
れ
で
す
べ
て
で
む
る
。
考
七
序
に
は
「
藤
原
字
万
任
が
か
l

一
い
つ
け
お
．
け
る
ふ
み
ら
こ
甘
得
て
」
と
あ
り
、
又
既
に
安
空
ハ
年
六
月
十
日
五

十
方
才
で
硯
邦
で
な
く
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
全
建
水
に
於
け
各
軍
万
投
の
参
加

は
得
物
を
通
し
て
か
と
思
は
れ
、
璃
く
乏
し
い
の
も
現
出
の
な
い
こ
と
で
は
な

い
。
そ
れ
に
牢
万
枚
の
机
物
と
い
ふ
の
が
師
祝
を
紀
し
た
も
の
を
さ
し
て
ゐ
る

と
す
れ
ば
字
万
位
の
名
の
少
い
の
は
猶
の
耕
当
然
で
あ
り
・
且
つ
『
万
事
五
†

年
』
所
収
玖
「
臆
掠
宇
万
促
の
万
邦
現
研
究
」
に
よ
る
と
宇
万
伎
け
研
究
に
は

独
創
的
な
通
は
乏
し
い
や
う
で
あ
る
。
こ
の
点
も
影
翻
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う

か
。

‥
損
生
の
祝
は
l
例
で
あ
る
。
但
し
お
茶
の
水
木
に
は
「
損
高
言
ご
と
し
て
付

箋
が
少
々
あ
る
が
、
会
頭
本
の
内
容
に
膨
蘭
を
及
ぼ
し
て
は
ゐ
な
い
や
ぅ
で
あ

る
。

．
し
か
し
こ
の
二
人
は
「
万
鶏
頭
大
老
」
に
共
闘
が
、

「
又
此
考
を
す
べ
て
彼
こ
れ
正
し
な
し
助
け
な
せ
L
は
、
茄
既
存
万
任
、
躍

張
の
餓
な
り
、
料
ら
田
の
簡
郷
な
り
、
」
　
（
全
項
壇
こ

．
と
い
っ
て
懲
り
、
只
測
吸
．
翌
へ
幾
の
述
作
を
助
け
で
．
ゐ
る
の
で
あ
り
、
又
、
明
．

和
六
年
五
月
九
日
宜
艮
咤
m
闇
に
基
調
が
、
．

「
：
‥
：
．
由
当
地
抽
之
門
人
才
子
ど
も
近
年
多
死
去
い
た
し
糊
古
言
捕
之
序
を
、

ナ
リ
・

管
た
る
宇
方
伎
∧
加
陀
大
助
と
い
ふ
大
霜
ヰ
カ
也
∨
昆
猥
出
生
と
い
ふ
の
み

今
御
当
地
に
て
ほ
宥
之
候
∧
熊
生
は
野
間
甚
四
郎
と
い
ふ
町
人
也
∨
物
而
門

弟
に
不
仕
合
に
て
・
…
⊥
　
（
全
銀
巻
十
二
の
去
四
九
五
し

と
い
ひ
老
後
恍
か
に
璃
望
し
た
門
弟
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
．
だ
か
ら
軍
刀
債
な

＼

ど
か
ら
も
つ
と
影
輝
を
う
け
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
が
、
全
雄
太
に
霹

ほ
れ
て
ゐ
る
所
の
も
の
は
甚
だ
乏
し
い
∵
こ
れ
は
増
訂
を
見
る
上
に
注
意
す
べ

・車64

き
こ
と
で
あ
る
と
思
ふ
。

村
．
田
　
春
　
海

兄
春
郷
は
「
万
葦
雄
大
考
」
に
名
が
あ
が
っ
て
を
り
．
（
前
掲
）
、
．
又
亡
の
兄

弟
は
簸
淵
の
宝
層
十
三
年
の
大
和
旅
行
に
も
同
行
し
そ
ゐ
る
の
で
あ
る
。
・
し
か



．
＼

し
春
海
の
全
頚
木
に
於
け
る
位
取
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
㌧
瑚
十
四
の

l
】
〓
、
五
に
、

「
異
野
之
。
芳
野
欝
・
．
翳
野
里
瑠
巌
。
野
水
は
水
の

鴇
な
ら
ん
と
村
田
辞
海
が
い
へ
る
．
L
か
ら
ん
∨
可
艮
恵
。
こ
…
」
（
会
頭
型
ニ

．
の
二
二
九
H
レ
＝

と
あ
る
一
例
の
み
。
し
か
も
一
往
掲
げ
て
お
く
と
い
ふ
程
度
、
且
つ
こ
れ
は
「

代
匠
紀
・
廟
柏
木
」
の
視
で
あ
っ
て
軍
港
の
創
見
で
は
な
い
。
こ
の
上
に
久
老

説
の
狩
人
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
こ
れ
を
契
沖
説
と
い
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
な
の
に

こ
こ
で
は
〓
呂
も
ふ
れ
て
ゐ
な
い
の
は
錯
戌
の
不
勉
強
と
い
ふ
上
り
も
、
詐
掛

説
に
対
し
て
さ
し
て
仰
伯
を
認
め
て
は
ゐ
な
か
つ
た
と
い
ふ
・
享
を
意
味
し
て

ゐ
l
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
春
海
の
税
を
吟
味
し
よ
う
と
い
ふ
気
特
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
摂
づ
け
る
や
う
な
琳
海
の
紹
脱
に
与
へ
た
持
櫛
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

′

見
る
と
錯
戊
の
学
間
に
対
工
で
輝
海
は
か
な
り
批
判
的
で
あ
当
．
堵
七
以
下
の

増
訂
に
対
し
て
も
な
か
な
か
亭
烈
し
く
、
群
海
が
助
力
L
た
と
い
ふ
や
う
な
校

子
は
全
然
な
い
。
椚
釘
に
つ
い
て
も
・

．
「
故
県
主
の
学
間
の
趣
豊
と
椚
思
召
行
辿
ひ
申
供
桜
な
る
所
も
多
く
宥
之
朕

再
は
、
千
抗
・
頂
点
な
ど
≠
毒
蛇
左
様
巾
梧
侠
緋
に
御
座
嘩
…
：
、
嶽
主
の

学
問
の
趣
憲
を
綱
紀
ぎ
机
成
供
思
召
に
て
県
串
盈
‥
首
相
追
い
た
し
侠
て

催
、
甚
な
げ
ふ
け
し
き
耶
焦
盟
遣
∵
∴
一
体
☆
羽
榊
学
間
之
様
子
を
飢

ひ
申
朕
に
殊
之
外
五
十
哲
に
の
み
御
泥
み
祇
成
供
て
、
古
閏
の
例
に
御
か
ま

．
ひ
拍
之
臆
説
を
の
み
た
く
ま
し
う
被
成
供
祈
、
県
主
の
悪
と
は
貴
行
迎
供
郡

′
　
と
被
布
依
り
・
…
・
、
」
　
（
m
田
氏
、
前
掲
棋
所
収
四
八
三
～
四
H
）

と
あ
る
。
ヰ
蔭
・
丹
生
等
口
に
分
航
し
た
八
七
ち
の
㌫
成
観
の
一
肌
も
う
か
が

ふ
こ
と
が
出
来
興
味
深
い
。
尋
績
・
爪
生
等
む
埼
柘
的
な
助
力
者
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

藤
．
原
．
．
朝
　
恒

壷
痕
の
夫
で
あ
る
。
考
十
六
の
一
二
八
〇
八
に
一
例
「
真
淵
か
と
も
朝
恒
い
へ

ら
｛
」
上
し
て
閻
血
な
解
釈
を
心
づ
き
め
．
い
て
併
記
七
で
ゐ
る
（
全
境
聾
コ
の

四
一
九
可
二

日
の
こ
れ
以
後
の
人
の
も
の
は
諸
戌
が
直
接
得
た
説
で
は
な
い
と
明
き
ら
か

に
断
定
出
来
る
も
の
で
協
号

砲
　
・
枝
　
　
直

二
例
、
根
本
の
「
阿
庭
可
違
志
」
を
改
あ
て
嘲
九
の
八
九
四
に
、
．
一

．

モ

チ

「
問
迩
可
辺
膏
八
今
本
…
…
何
の
都
と
も
な
し
一
本
匠
の
字
を
速
と
す
此

句
上
の
和
事
掛
邑
と
あ
る
句
よ
り
か
上
れ
は
彼
速
の
字
J
 
l
り
考
て
阿
は
間
の
．
、

誤
と
し
遠
は
辺
の
誤
と
し
て
閑
適
可
辺
結
な
る
へ
し
と
澗
枝
直
か
い
ひ
ぬ
る

を
さ
る
箪
な
る
へ
き
と
て
其
淵
が
改
た
る
に
よ
り
ぬ
∨
」
　
（
全
境
巻
二
の
三

ヽ

四
九
～
五
〇
H
）

と
あ
る
が
、
「
共
淵
か
改
た
る
に
」
従
っ
た
と
あ
る
や
う
に
諸
成
に
と
っ
て
は

間
接
的
に
入
っ
て
る
る
説
で
あ
る
。
猶
、
略
矧
は
板
木
に
従
っ
て
せ
り
、
こ
の

説
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

日

下

部

瓢

痙

高
盈
調
は
一
例
。
瑚
七
の
一
九
六
一
の
、

ワ
カ
ホ
メ
キ
ヌ
ノ

・
「
暫
干
餌
。
∧
今
査
毒
甲
怠
り
て
「
・
白
下
部
高
l
畢
云
乎
ほ
千
の

鍛
也
こ
を
よ
し
と
し
て
改
つ
…
…
」
　
（
全
真
巻
二
の
一
〇
入
貢
）
・

は
「
万
邦
雄
問
日
」
　
（
以
下
」
矧
目
l
）
六
に
、

「
（
据
淵
）
…
…
こ
ゝ
に
高
点
と
い
ふ
人
、
乎
ほ
千
の
字
か
と
い
へ
り
。
…
…

・
さ
て
は
、
わ
が
は
す
き
ぬ
の
と
い
ふ
と
せ
ん
。
…
⊥
　
（
増
補
宣
長
全
集
巻

十
の
五
八
五
頁
）
　
　
　
　
一

と
あ
告
と
此
佼
し
て
み
れ
ば
、
聞
副
を
詔
成
は
見
て
ゐ
な
い
の
で
（
懇
誓

°

　

°



．
は
続
稿
で
述
末
右
）
、
真
淵
の
草
稿
に
あ
っ
た
説
と
い
っ
て
よ
い
。

千
㍉
足
ン
異
．
畠

頭
書
が
一
例
あ
る
。
誰
の
笠
と
も
断
定
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
増
訂
に
は

．
開
は
り
な
く
徽
か
ら
の
禍
注
と
恩
ふ
。

以
上
口
に
つ
い
l
て
は
僅
か
に
千
蔭
・
菅
根
が
め
だ
っ
て
ゐ
る
の
み
で
↓
字
万

伎
・
黒
坐
す
ら
全
集
本
に
占
め
て
ゐ
る
位
置
は
低
い
。
又
、
千
蔭
・
愚
生
・
春

海
等
は
敢
戊
に
対
し
て
は
批
・
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
記
す
べ
き
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
に
菅
根
も
亦
、
詩
成
の
考
に
つ
い
て
は
異
見
を
も
っ
て
ゐ
た
と
考
へ

て
よ
い
。
・
・

次
に
真
淵
門
の
万
義
研
究
者
止
し
て
大
き
な
業
臍
を
残
し
て
ゐ
る
宣
長
・
久

老
に
つ
い
て
は
朋
に
分
類
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

国
は
宣
長
及
び
宜
長
門
で
あ
る
小

本
．
居
ふ
且
．
長

宣
長
に
と
っ
て
万
葉
研
究
は
そ
の
研
究
の
主
流
を
占
め
る
l
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
万
葬
研
究
史
の
上
か
ら
み
る
受
後
世
に
対
す
る
指
導
的
地
位
は
そ
の

後
の
万
葉
研
究
に
淡
い
影
野
を
及
ぼ
し
て
ゐ
局
の
で
あ
る
。

ヽ

が
し
か
し
全
集
本
に
於
け
る
宣
長
説
は
本
文
中
に
三
例
、
中
一
・
例
は
否
定

し
、
．
車
l
例
は
認
否
不
明
、
認
容
の
例
の
考
l
十
の
喜
ハ
六
八
の
、

∴
「
気
莱
我
久
之
安
礼
婆
。
∧
旗
に
あ
る
日
久
也
気
頁
我
久
の
気
は
伎
武
加
隙

．
・
ケ

・
′
を
的
て
気
と
い
ふ
也
年
月
日
は
来
迎
る
な
れ
は
い
ふ
本
居
宣
長
か
気
は
伎
倍

の
約
に
に
来
経
也
と
云
も
同
し
意
也
尽
日
の
久
聖
云
∨
」
　
（
全
項
巻
二
の
三

九
三
見
）
・
二

も
「
と
云
も
」
と
あ
り
積
極
的
l
こ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
と
は
い
へ
な
い
と
恩

ふ
。

∴
宣
長
説
の
出
典
を
み
る
と
、
瑚
七
の
一
九
三
一
の
説
は
聞
釦
七
．
（
宣
長
全
銀

巻
十
の
五
九
三
煮
）
及
び
略
解
の
中
に
見
え
る
宣
長
説
（
第
四
l
の
二
三
二
王
）

°
．
と
一
致
し
、
考l
七
の
三
一
一
〇
の
説
け
岡
矧
七
の
説
（
宜
長
会
頭
巻
十
の
五
九

六
さ
と
一
致
す
る
・
矧
十
の
三
六
六
八
の
説
に
つ
い
て
は
出
典
を
見
甘
し
て

ゐ
な
い
。
．

こ
れ
に
上
る
と
、
聞
副
と
諸
成
と
は
関
係
な
く
、
．
且
つ
鴫
矧
は
前
述
の
や
う

に
出
来
て
は
ゐ
ず
、
又
一
九
三
二
の
説
が
略
鯛
に
あ
る
の
を
見
る
と
宜
長
説
は

お
そ
ら
く
千
蔭
を
通
し
て
人
づ
て
ゐ
首
と
み
て
上
か
ら
う
。
そ
し
て
千
振
の
．
舅

で
千
蔭
の
説
と
宣
長
の
説
が
混
同
し
て
記
し
て
あ
っ
た
例
を
あ
げ
た
が
、
か
う

し
た
市
伯
に
基
く
所
が
あ
っ
た
．
の
で
あ
る
∵

l
珂
聖
ハ
例
・
い
づ
れ
も
出
典
な
ど
明
き
ら
か
心
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
例

へ
は
瑚
九
の
八
四
七
、

一
痴
人
云
こ
．
ゝ
の
違
知
ち
ふ
言
を
本
居
か
と
り
た
て
ゝ
∵
：
・
」
（
全
軍
型
－

の
三
二
五
買
上
）

考
十
六
．
r
今
同
）
の
三
八
八
五
、

「
本
居
は
・
∴
：
・
と
云
り
奥
人
按
に
…
…
」
C
金
環
巻
三
の
四
五
八
買
上
）

は
明
き
ち
か
に
奥
人
の
哲
人
で
増
訂
に
は
関
係
な
い
。
他
の
四
例
は
は
っ
き
り

わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
後
か
ら
判
断
し
て
右
に
．
塑
じ
て
考
へ
て
上
か
ら

う
と
恩
ふ
。
㌧
′

か
う
．
し
て
み
る
と
宜
長
は
考
七
以
下
の
増
訂
に
は
直
援
参
加
し
て
ゐ
な
い
と

い
へ
る
。
こ
れ
は
真
淵
の
矧
」
ハ
幾
に
於
け
る
宜
長
説
の
参
加
と
は
柏
段
の
差
で

あ
る
。

訳
・
真
．
凪

l
宜
長
門
と
し
で
は
真
風
が
一
人
だ
け
で
あ
ろ
。
其
風
説
は
l
矧
†
四
の
三
五
五

に
璃
哲
が
一
例
あ
る
が
、
全
真
木
の
内
容
と
は
関
係
の
な
い
後
か
ら
の
甘
人
と

み
ら
れ
る
。

∴
栂
に
は
久
老
及
び
久
老
門
を
分
抗
し
て
述
べ
る
。
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荒
木
眉
久
老

久
老
の
説
は
一
例
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
町
田
で
あ
る
。
・

・
瑚
十
四
の
珂
邦
は
「
万
撃
槻
乃
搭
班
」
（
以
下
、
耕
l
乃
l
副
琶l
に
、
．
瑚
十
六

の
和
賀
は
「
万
難
建
十
六
巻
・
竹
取
l餌
収
如
し
に
脱
ぐ
所
と
細
部
ま
で
一
致
し

．
ノ
て
ゐ
る
か
ら
こ
れ
ら
か
ら
引
用
L
m
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
で
前
者

丁
冗
政
十
戊
午
些
一
二
月
」
、
・
後
者
「
琵
政
十
一
年
怒
己
栗
八
月
開
校
」
と
夫
々

に
刊
紀
が
あ
る
か
ら
・
こ
れ
ら
の
m
U
は
寛
政
十
年
以
後
の
亙
の
で
全
真
木
の

稿
が
丁
つ
て
か
ら
後
の
門
人
で
あ
る
。
∴

又
、
久
l
菅
の
竺
l
十
の
珂
損
の
〓
例
を
み
る
と
」
四
二
九
九
「
年
月
出
－
安

多
良
安
多
良
田
∵
…
；
」
に
、

「
古
本
は
い
つ
れ
も
安
艮
多
定
艮
多
と
あ
り
今
木
に
安
多
艮
安
多
良
と
有
は

・
翌
久
擢
㌍
シ
誓
碧
四
の
一
空
云
上
）

四
五
一
六
「
斯
。
咋
之
飴
乃
。
い
…
」
に
、

1
・
「
古
蟻
紺
甥
抄
に
此
禍
を
あ
ら
た
し
き
と
よ
み
た
り
廿
日
に
は
新
た
あ
た
ら

一
ノ
シ
ム

し
と
よ
め
る
例
な
し
阿
多
良
は
情
の
鷲
な
る
を
き
い
は
ら
に
阿
多
良
之
伎
隼

の
は
七
め
と
う
た
ひ
㍑
れ
り
久
頭
蓋
こ
　
（
全
損
巻
四
の
二
六
六
－
七
買

上
）
　
　
　
．

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
明
五
年
か
ら
冗
政
八
咋
迄
十
一
年
間
に
わ
た
つ
．
て
Ⅲ
き

入
れ
ら
れ
た
射
和
文
用
沌
久
老
〓
入
水
万
難
盤
に
、

と
あ
る
先
哲
頭
注
と
明
き
ら
か
に
関
係
が
あ
る
。
催
島
楽
を
引
い
て
訓
の
転
化

聖
云
々
し
て
ゐ
る
所
な
ど
全
く
一
致
し
て
ゐ
る
。
た
が
、
四
二
九
九
の
頭
．
容
に
は

紀
い
て
真
人
の
こ
れ
に
対
す
る
批
評
が
あ
る
か
ら
へ
　
こ
の
頭
容
は
堵
十
′
四
・
考

十
六
の
も
の
よ
り
け
早
い
時
相
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
例
も
久
老

説
の
他
の
持
人
の
例
の
場
合
な
ど
が
ら
み
る
と
、
や
は
り
後
の
召
人
と
い
ふ
べ

く
、
全
項
本
の
四
五
l
六
の
訓
「
ア
ラ
タ
シ
軒
」
、
も
後
か
．
ら
暫
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
・
お
茶
の
水
本
及
び
校
本
万
葉
負
に
用
ゐ
か
れ
た
考
に
は
　
「
ア
空
ラ
シ

キ
」
と
あ
る
こ
と
が
こ
の
場
合
の
証
拠
と
な
ら
ケ
。
こ
の
「
7
．
ラ
タ
シ
一
キ
」
の

訓
は
恐
ら
く
招
戊
の
関
知
し
て
載
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
と
恩
ふ
。

し
か
し
、
こ
の
久
老
の
考
二
十
の
頭
哲
〓
例
が
入
っ
て
来
た
経
路
は
知
ら
な

ヽ

　

°

t
Y

′

．
本
文
中
に
あ
る
唯
一
の
例
の
堵
十
四
の
四
〇
五
は
、

ヤ

シ

P

シ

シ

ル

’

・

　

　

　

　

　

　

　

ウ

ラ

メ

シ

、

・
「
祉
帥
留
鳥
。
∧
…
…
○
留
鳥
を
古
木
に
は
怨
層
に
．
作
る
と
久
老
い
・
へ

り
∨
」
（
会
頭
墾
こ
の
二
七
七
き
．

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
瑚
瑚
矧
矧
と
全
く
一
致
し
後
の
哲
人
と
断
定
田
l
来
る
か
ら

こ
れ
も
関
戻
正
な
い
バ

、
－67・－

「
新
年
は
哲
、
7
ラ
ク
シ
耳
と
馴
す
。

火
、
或
い
は
爪
に
て
鑓
水
版
本
を
疋

大
老
門
の
・
西
村
．
瓜
波
・
羽
根
真
清
　
の
名
が
碩
哲
に
各
一
例
あ
る
が
、
何
．

れ
も
拙
乃
落
葉
に
引
用
さ
れ
て
ゐ
る
説
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

か
う
し
て
み
る
と
久
碧
及
び
久
老
廿
は
括
成
玖
嘲
七
以
下
の
増
訂
に
は
何
ら
．
ヽ

す
。
巻
十
七
篭
押
軍
票
欣
銅
あ
る
歌
、
新
年
先
に
て
、
7
タ
メ
シ
キ
と
荘

し
先
習
珂
注
あ
り
。

『
久
響
云
、
新
年
ハ
必
ズ
て
ブ
タ
シ
キ
ト
ロ
ム
ヘ
ヤ
ワ
他
用
楽
一
－
ウ
ク
ビ
ア

ヤ
マ
ー
リ
シ
コ
リ
ア
タ
ー
フ
・
シ
キ
ト
ロ
ム
1
1
ナ
レ
リ
』
」
・
（
千
田
懇
先
生
の
脚

数
元
に
上
る
。
）

の
形
に
お
い
て
も
全
然
関
与
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

的
に
分
机
し
た
の
は
伝
等
不
明
の
も
の
で
あ
る
。

卒
勝
癒
隼
・
藤
原
昌
保
　
の
説
は
全
部
司
容
で
宍
々
お
茶
の
水
本
に
も
既
に

見
ら
れ
詰
成
の
む
い
た
鴇
の
で
あ
る
が
、
本
文
に
置
摂
政
軋
か
け
て
ゐ
る
所
は

な
い
。



倍
　
額
　
奥
．
人

l
∵
全
貞
本
を
通
じ
て
同
宿
の
み
一
八
一
例
あ
る
が
、
瑚
十
二
（
鵜
八
）
の
柊
に
、

・
「
寛
政
と
l
ふ
．
七
年
六
月
廿
日
穏
魯
喫
人
五
十
三
齢
」
　
基
埋
拳
一
石
八
八

、．軍）
と
あ
っ
て
こ
れ
は
興
人
の
頭
書
哲
人
の
醇
期
を
示
し
て
ゐ
る
と
恩
ふ
。
こ
れ

は
詰
戊
が
瑚
七
序
を
容
い
て
上
り
的
十
年
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
央
際
に
は
超

、
信
の
項
で
述
べ
た
や
う
に
全
貞
本
は
寛
政
五
年
頃
ま
で
魯
継
が
れ
て
ゐ
る
の
で

固
い
は
諸
成
と
関
係
が
あ
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
か
と
想
像
さ
れ
て
も
い
い

の
だ
け
れ
ど
も
、
お
茶
の
水
太
に
は
全
然
な
小
こ
と
、
叉
真
人
の
問
質
は
全
建

本
の
内
容
に
直
接
の
関
係
も
な
い
ー
j
と
か
ど
か
ら
‥
考
七
以
下
増
訂
に
は
全
然

、
関
係
の
な
い
後
か
ら
の
容
人
で
あ
を
と
い
へ
る
。
興
人
の
伝
は
不
明
。
し
か
し

∵
「
万
葉
拾
穏
抄
J
に
よ
っ
て
ゐ
る
哲
人
が
多
い
の
l
せ
、
て
ぅ
し
た
方
両
の
学
派

か
ら
見
た
全
頚
木
批
判
千
L
で
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
か
と
恩
ふ
。

、

．
そ
こ
で
次
に
は
活
戊
が
拠
つ
た
と
い
ふ
真
淵
の
草
稿
は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
考
へ
ぐ
み
た
い
の
で
あ
右
が
、
そ
れ
は
臥
和
元
年
真
淵
が
万

幕
頭
の
注
釈
を
志
し
先
づ
堵
六
巻
か
ら
注
釈
の
机
を
起
こ
し
た
そ
れ
以
前
の
研
・

究
途
上
の
も
の
で
晩
年
の
脱
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
ふ
結
論
の
み
を
述

べ
へ
そ
れ
を
猪
戊
は
以
上
の
招
説
を
も
と
と
し
て
ど
う
撮
り
あ
つ
か
っ
て
ゐ
る

か
、
そ
し
て
舞
淵
が
親
し
く
注
釈
を
完
成
し
た
堵
六
亀
と
金
銀
弟
と
は
内
容
的
　
／

に
ど
ん
な
迎
ひ
を
見
せ
て
ゐ
る
か
な
ど
北
っ
い
て
は
紀
和
に
ゆ
づ
つ
て
述
べ
る

こ
と
に
し
た
い
－
瓜
ふ
・
．
（
l
苧
十
四
・
九
・
十
四
沿
記
）
．
＼
－

湖
上
諸
説
を
検
討
し
た
が
、
か
う
し
て
み
る
と
全
項
本
は
真
淵
の
草
稿
に
、

語
成
と
詔
成
周
辺
の
人
々
の
説
と
そ
れ
に
宗
武
説
を
加
へ
そ
れ
ら
を
中
心
に
し

て
増
訂
を
行
つ
三
芳
の
で
あ
り
、
真
淵
の
教
へ
を
う
け
た
も
の
の
名
は
あ
っ

で
も
た
ま
た
ま
江
戸
に
ゐ
七
人
が
主
で
あ
っ
て
そ
れ
に
こ
れ
ら
の
人
々
は
必

ず
し
も
積
極
的
に
協
力
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
そ
の
占

あ
て
ゐ
る
位
置
は
低
い
。
そ
し
て
宣
長
．
の
参
加
は
間
接
的
で
軋
り
、
久
著
は
全
．

然
園
与
し
て
は
ゐ
な
い
の
で
あ
そ
1
（
仙
党
・
契
沖
や
荷
欄
春
満
等
の
説
に
対

す
る
全
集
太
に
於
け
る
取
り
あ
つ
か
ひ
は
問
題
が
別
で
あ
る
か
ら
ふ
れ
な
か
っ

た
。
し
自
づ
か
ら
そ
こ
に
は
仮
り
に
滑
良
が
．
ゐ
た
と
し
て
も
真
淵
の
学
問
の
正

統
か
ら
に
な
れ
て
」
諾
成
個
人
の
色
あ
ひ
が
濃
く
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
昼
否
定
出

来
な
い
で
あ
ら
う
。

1

広

島

大

学

大

学

院

学

生

1

・
′

0
小
稿
は
、
≡
十
四
年
六
月
十
四
日
早
稲
田
大
学
に
於
け
る
全
国
大
学
悶
語

国
文
学
会
研
究
発
表
会
で
報
告
し
た
も
の
の
前
半
で
あ
る
。
出
そ
の
節
、

久
松
潜
一
柑
士
か
ら
．
猪
戊
の
万
堪
研
究
を
轟
諏
的
に
堵
痙
し
て
み
る
こ

と
、
冬
圭
宅
滑
先
生
か
ら
は
甜
手
紙
で
琴
平
宮
図
研
儲
賊
の
其
淵
白
整

－

哲
人
本
万
斑
費
等
の
精
鋭
と
比
較
す
る
よ
う
に
と
夫
々
御
注
意
を
い
た
た

い
て
ゐ
る
。
記
L
で
お
礼
申
上
げ
る
と
共
ド
今
後
の
私
の
取
掛
と
し
た
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